





Interim Report of Collaborative Research
 “Humans and Nature in Culture in Japanese Hilly and Mountainous Region” : 
Study of Records Relating to the Excavation of Kuradama-Orikisawa Water Channel
調査研究活動報告






　小櫃川上流域だけでも表 1 のように数多くの用水路があり，平山用水完成の天保 7 年（1836）か
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弥兵衛      坂畑　神作重兵衛　
職工
　黄和田畑　粕谷卯之助　　蔵玉　朝生儀助　　　小苗　又右衛門
文 書 群 文 書 名 年 月 文書番号
蔵玉区有文書 嘉永 6 年田成用水路仕方帳 嘉永 6 年 い L－3
朝生家文書
乍恐以書付奉願上候（蔵玉用水願書） 嘉永 5 年 11月 1－2
黄和田畑村本川より坂畑村字長崎並折木沢村泉迄　諸入用大凡積帳 嘉永 5 年 11月 1－16
普請金請取通帳　蔵玉村朝生仁兵衛　惣右衛門他 嘉永 5 年 12月 1－14
田成場水路　諸入用村々出金帳 嘉永 5 年 12月 1－11
御普請金通　三本松役所 嘉永 5 年 12月 1－13
御普請御入用村々出金上納控帳 嘉永 5 年 12月 1－36
出金元利割合帳 嘉永 7 年 10月 1－12
上総国望陀郡小櫃川通字蔵玉用水　当九年官普請出来形帳 明治 9 年 1－38
（用水出来形帳） 明治10年 1－26
上総国望陀郡小櫃川通字蔵玉用水　当十一年官普請目論見帳 明治11年 9月 1－37



















　明治 2 年（1870）から明治 4 年（1871）  領主西尾隠岐守
（2）
が全額負担
　明治 5 年（1872）から明治 8 年（1875）　木更津県
（3）
が全額負担
　明治 9 年（1876）から明治 17 年（1884）　木更津県が 7 割負担　地元が 3 割負担
　明治 18 年（1885）から　地元が全額負担
2．蔵玉・折木沢用水の開削まで
　「設置願」によれば，蔵玉・折木沢用水は嘉永 5 年子 12 月松平大和守に出願し，許可を得たとし
ている。出願から開削に至るまでの領主とのやりとりは，朝生家文書 1－2「乍恐以書付奉願上候（蔵
玉用水願書）」からうかがい知ることができる。この文書は坂畑村，折木沢村，釜生村，蔵玉村右村々














果「追々水引入口川上へ差登セ」金 568 両 2 分 2 朱　銀 6 匁 6 厘 6 毛が入用となってしまったとある。
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二日まで，つまり嘉永 5 年 12 月から翌 6 年 5 月までの
間に分割で上納がおこなわれている。具体的な上納の
様子は，表 3 のようになる。5 ヶ月の間に 10 回にわけ





















とあり，合計額は「御普請金通」の 4 月 15 日の上納額と一致するとともに，各世話人の出金額も
記載されている。
　1－14「普請金請取通帳」は，表紙に「嘉永五壬子年　蔵玉村　朝生仁兵衛　惣右衛門」とある帳







1 子12 月24 日 50 両
2 丑正月13 日 70 両
3 丑正月29 日 90 両
4 丑2 月13 日 100 両
5 3 月13 日 40 両
6 3 月20 日 50 両
7 4 月13 日 30 両
8 4 月14 日 120 両
9 4 月15 日 48 両
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　この帳面をつくるにあたり，すでに 25 両 1 分 2 朱を受け取っていて，12 月 25 日に更に 14 両 2
分 2 朱受け取って計 40 両になっている。おそらく，12 月 25 日に帳面を新たに作り，それまでに
受け取った分と合わせて記載したのだろう。では，誰から受け取ったのか。おそらく，発起人（世
話人）らから上納金として預かったものであろう。
　「御普請金通」の最初の記載が 12 月 24 日の 50 両である。不足分については，彼らが立て替えた
のであろうか。






はない。朝生家文書 1－2「乍恐以書付奉願上候（蔵玉用水願書）」は他の 2 通の文書とともに綴じ
られている。その 1 つが「差上申御請一札之事」で，開削後の畑田成について 7 カ年は税金を免じ
てほしいと願い上げている。










　年利 1 割 5 分であるが，嘉永 7 年（安政元年）は閏 7 月があり 13 ヶ月となる。その分複雑な計
算をしているようである。朝生仁兵衛は嘉永 5 年 70 両出金しているので，2 年間で元金が 20 両減っ
ている。安政 2 年（1855）の元金が 37 両 2 分，安政 3 年の元金が 24 両 2 分と着実に減ってきてお


























　一方で，同じ長さの鉄砲穴であっても，1 間あたりの単価が違っているものがある。表 4 の黄和
田新田の 120 間の鉄砲穴は，1 間あたりの単価が 14 匁，銭神代からまこも谷までの 120 間の鉄砲
穴は 1 間あたりの単価が 13 匁半となっている。掘削のしやすさやしにくさなど様々な要因を加味
したうえで見積もり価格を設定していたことがわかる。
　この見積もりでは，用水路の流路の総間数 3250 間で，そのうち鉄砲穴が 1915 間，窓穴が 807 間，
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場　　所 名　称 長さ（間） 単価 備　考 場　　所 名　称
長さ
（間） 備　考
黄和田新開本川 鉄砲穴 13 9 黄和田畑村本川引入口 鉄砲穴 30
黄和田新開本川 新田 窓穴 30 9 新田上 窓穴 60
黄和田新田 田切り割り 人足仕立 新田上 新田切り割り 17
黄和田新田 鉄砲穴 120 14 新田上 鉄砲穴 120
田沢 上堂下 窓穴 150 9 舞代下 上堂下 窓穴 150
黄和田村下 鉄砲穴 175 15 黄和田畑村下 鉄砲穴 175
黄和田村下 上堂淵 窓穴 30 8.5 黄和田畑村下 堂下 窓穴 30
黄和田村畑口 鉄砲穴 58 9 前畑口 鉄砲穴 50 埋樋1 間
黄和田畑村畑口 切り割り 5 人足仕立 前畑口 田切り割り 5
黄和田畑村畑口 鉄砲穴 30 8.5 前畑口 鉄砲穴 30
黄和田畑村畑口 田切り割り 8 人足仕立 前畑口 田切り割り 8
屋な沢 鉄砲穴 50 8.5 屋な沢 鉄砲穴 50
屋な沢 窓穴 78 8 屋な沢 窓穴 78
蔵玉中ノ代下 鉄砲穴 87 12 蔵玉村中ノ代下 鉄砲穴 87
上六下 田切り割り 6 人足仕立 丈六下 田切り割り 6
上六下 安郷沢 鉄砲穴 97 12 丈六下 安郷沢 鉄砲穴 97
安郷沢 窓穴 80 8 安郷沢 窓穴 88




銭神代下 まこも谷 鉄砲穴 120 13.5 銭神代下 苽谷 鉄砲穴 120
まこも谷 田切り割り 32 人足仕立 苽谷 田切り割り 32
まこも谷 下黒川谷 鉄砲穴 24 7.5 苽谷 黒川谷 鉄砲穴 24
黒河谷 窓穴 25
黒川谷 山切割 人足仕立
黒川谷 鉄砲穴 16 7.5 黒河谷 鉄砲穴 16
黒川谷 田地切割 24 人足仕立 黒河谷 田切り割り 24
黒河谷 窓穴 15
代物谷入り口 鉄砲穴 13 黒河谷 大物谷 鉄砲穴 13
代物谷 畑切割 14 人足仕立 大物谷 岩切割り 20
岩下 窓穴 30 8 大物谷 窓穴 30
岩下 鉄砲穴 36 8.5 大物谷 鉄砲穴 36
岩ノ下 切り割り 45
岩下 窓穴 61 8.5
岩下 ○○沢 窓穴 40 8.5 岩ノ下 窓穴 40
熊野下 鉄砲穴 75 12 熊野下 鉄砲穴 75 これより蔵玉分水
後沢 千沢 鉄砲穴 150 15 後沢 千沢 鉄砲穴 150
千沢 窓穴 30 8 千沢 窓穴 30
千沢 田切割 22 人足仕立 千沢 田切割 22
ばら山 沢切割 3 人足仕立 千沢 沢切り割り 3 但埋樋
ばら山 鉄砲穴 10 千沢 鉄砲穴 10
千沢 懸樋 4























場　　所 名　称 長さ（間） 単価 備　考 場　　所 名　称
長さ
（間） 備　考
関場 惣兵衛門大田 鉄砲穴 50 9
惣兵衛門大田 田地切割 30 人足仕立
惣兵衛門大田 与惣左衛門谷 鉄砲穴 30 8
与惣左衛門谷 小田沢 鉄砲穴 98 12 千沢 小沢谷 鉄砲穴 98
小沢谷 埋樋 4.5
字小沢谷 窓穴 32 7.5 小沢谷 窓穴 32
字小沢谷往来 窓穴 58 8 小沢谷 窓穴 58
小沢谷 窓穴 50
字小沢谷往来 人足仕立
心光寺横手 鉄砲穴 53 9 釜生村　心光寺横手 鉄砲穴 53
○淵 十二所 鉄砲穴 140 12 宝瀬 十二所 鉄砲穴 140
十二所 田切割 14 人足仕立 十二所 田切割 14
十二所 瀧原 鉄砲穴 115 12 鉄砲穴 115
瀧原椎木下 鉄砲穴 150 13 十二所 打越沢 鉄砲穴 140 これより折木沢分水
折木沢椎木下 田地切割 14 人足仕立 打越沢 田切割 12








折木沢四谷 分水 窓穴 60
折木沢四谷 田切り割り 10
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　用水の長さは，蔵玉区有文書いＬ－3「田成用水路仕方帳」では 3273 間半，「設置願」では 4104





治 9 年から 13 年までの修繕や延長の記録である。「設置願」によれば，この期間は修繕について木
更津県が 7 割負担，地元 3 割負担でおこなわれていた。
　これらの記録には，延長，床下げ，水門や掛け樋などの修繕あるいは新設などの工事費用が記さ
れている。
　たとえば明治 10 年の 1－26「（用水出来形帳）」には，総費用 128 円 52 銭 4 厘でうち 7 割の 89 円
9 銭が「御手当」，3 割の 38 円 62 銭４厘が「組合民費」とある。
　用水路の延長についても木更津県が 7 割負担，地元 3 割負担でおこなわれていた。明治 9 年以前
にも同様に全額領主あるいは県の負担で用水路の延長がおこなわれてきたのであろう。
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年 明治 9 年（1876） 明治10年（1877） 明治11年（1878） 明治12年（1879） 明治13年（1880）






















場所 字上ノ台（黄和田畑） 小沢谷（蔵玉） 堀ノ内（蔵玉） 字後沢（黄和田畑） 仲町（折木沢）
長さ 6 間 6 間 19 間 130 間 60 間
場所 字下堂下（黄和田畑） 安郷沢（黄和田畑） 字後沢（黄和田畑） 中原（折木沢）





計 15 間 6 間 48 間 203 間 119 間
穿ち工　187.5 人 穿ち工　76 人 穿ち工　600 人 穿ち工　2437.5 人 穿ち工　1487.5 人




それから 10 年後の嘉永 5 年に「自力ヲ以テ」普請することで聞き届けられた。
　この「自力ヲ以テ」とは，用水開削の発起人 6 名が費用を拠出したことを示している。しかし，
その費用は一旦上納して「御普請」という形で開削がおこなわれた。

































（2013 年 5 月 7 日 受付，2013 年 9 月 18 日 審査終了）
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嘉永５年（1852）
「黄和田畑本川より坂畑村字長崎並折木沢村泉迄　諸入
用大凡積帳」より作成
A～ G各穴の掘削見積もり価格
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長さ（間）　　１間単価（匁）　　穴の種類
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120
24
40
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12.0
13.5
7.5
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鉄砲穴
鉄砲穴
鉄砲穴
鉄砲穴
窓穴
鉄砲穴
鉄砲穴
丈六から千沢までの蔵玉用水地図
丈六
安郷沢
千沢
熊野下
